
（法第２８条第１項）

1　事業の成果

特定非営利活動に関わる事業

定款の事業名 事業内容 実施月日 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の
範囲及び人数

支出額
(千円）

・里山再生 通　年 地権者10人

・一般市民の活用

　竹きりイベント 5月22日

　下草刈りイベント
6月19日
9月18日

　ありっ竹祭 4月29日 同　9名
　法人との共働による森
づくり

 4月2,3日 同　11名

・育林市民力養成講座（森
林ボランティアリーダー育
成）

5～9期生：月１回
10期生：10月以降
随時

5～9期生：20名
10期生：1名

・竹の資源化 通　年 対象の多様化

子供の健全育成事業
基山中生徒職場体験(アン
ケート回答)、ありっ竹祭、イ
ベント等

4,5,6,9,12月
基山町内（皮
籠ﾞ石地区） ２～１０人

町内外学童等
約５０人

51

高齢者の果樹園等の
管理支援等

休耕田等管理支援
通年　要望に
より実施

基山町内及
び隣接市町

０人 0

公共施設等の維持管
理の受託事業

林道や通行障害物の除去
（倒れそうな木等の除去） 通年

基山町内（皮
籠ﾞ石地区） ３～１０人 町内外数千人 0

住民の安全・保護、まち
づくり・活性化等の研究
と提言事業

地域おこし（催事への
協賛出展等）

通年
基山町内外
地域

１～１０人 町内外数百人 29

前各号に係る普及啓
発活動事業

ITを活用した活動の紹
介、メディアの活用、PR
パンフ・ポスターの作成

通年
基山町内外
地域

２～３人 町内外数百人 0

　　　        計 3,846

令和3年度の事業報告書
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

特定非営利活動法人かいろう基山

  　会は､今年度も新型コロナウイルス禍ではありましたが、活動を継続し、“森林を侵食する竹材の駆逐事業”を主軸とし
　た事業運営により､次のような成果を上げています。
 (1)　前年度事業の成果を拡充してより地域社会に貢献するNPO法人を目指して活動しています。
          年間活動日数：224日、総活動延べ人数：1，604人、１日あたり7．2人
    その一つが、伐った竹を資源として地域の中で循環させるシステムを確たるものとすることです。これは、27年度「基山町
    さが段階チャレンジ交付金」事業として取り組んだもので、じ来循環システム確立のため、牛糞堆肥「基山の力」の地域
    での使用促進とより選ばれる商品づくりや販売に努めています。この事業を強化するため、セブン-イレブン記念財団
　  の助成事業に採択され、“竹の資源化”にも補助を頂いて活動してきました。お陰で新規顧客の開拓ができています。
    　また、新たな資金調達手段として令和30年度から取り組んでいますふるさと納税の佐賀県ふるさと寄附金（「NPO等を
　　指定した支援」）による支援では、昨年5人の方からご寄附を頂き、大いなる事業資金を頂くことが出来ました。
 (2)　里山保全活動：昨年も７月の長雨で我々の管理するフィールド2箇所で土砂崩れ、活動地への前進に支障を来しました
    が、活動は継続し、竹に侵食された里山の再生による公益的機能の回復のため次の２つの事業を実施して、成果を得て
    います。
    ア　森林整備活動：里山再生事業､一般市民の活用事業(イベント事業､法人との共働による森づくり事業)を実施しました
　　・里山再生事業：整備日数 106日(1日3時間)､使用人日 379人日(会員 345人日､育林講座生 4人日､鳥栖商業 27人日､
　　　　　　　　　　　　その他市民 3人日）の活動で、約1,000㎡の伐竹と約4haの下刈り、雑木の整備を実施
　　・イベント事業：4日間、使用人日 41人日（会員 24人日、森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ0人日、市民 17人日）
　　　　竹きり体験1回で約30㎡の伐竹：使用人日 10人日（会員 8人日、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ 0人日、市民 2人日）
　　　　下刈り体験2回で約2,000㎡を整備：使用人日 20人日（会員 14人日、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ 0人日、市民(Tigiri) 6人日）
　　　  ありっ竹祭1回で約4,600㎡を整備：使用人日 11人日（会員 2人日、市民 9人日）
    ・法人との共働による森づくり：春2日間、使用人日30人日(会員13人日､森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ2人日､ｾﾌﾞﾝｰｲﾚﾌﾞﾝ15人日)
    イ　市民力の養成：育林市民力養成講座(5～9期生)を 4回実施し、育林技術と森林に係る楽しみ方を養成しました。
      使用人日 56人日(会員 29人日､講座生 11人日､佐大 9人日､市民 7人日)､伐竹面積 200㎡、新竹刈り 4,600㎡を実施
　　　   新規受講生 1名、また、森林ボランティアリーダーは育成できませんでした。
　　　　　（第１～9期生：森林ボランティアリーダー 48名、森林ボランティア 64名　計112名）
　　ウ　他団体研修　基山町主催の林業研究会に参加　11月、1月、2月　各1名
 (3)  竹の資源化事業を継続・発展させてきました。
　　　 新規就農者（園部地区のちぎりファーム、うきは市の宮崎ファーム）との協働がR4年3月から始まり、牛糞堆肥「基山
     の力」や竹チップを使った農法の広まりを感じる1年となりました。また、「基山の力」や竹チップの使用者が増えていま
     す。それと「基山の力」を使っての段ボールコンポスト講習会も町と協働して始めました。
　　　 またそれを使ったモデル農園としてのかいろうファームでのサラダかぼちゃの生産は、それなりの利益を生んでくれま
　　した。　　　　　活動日数 225日、活動延べ人数 644人
 (4)　その他、従前の子どもの健全育成事業、まちづくり活性化等を実施し、地域の方々に大変喜ばれています。

森林を侵食する竹材
の駆逐事業

基山町内（皮
籠ﾞ石地区）及
び周辺地域

１～１３人 3,766

一般市民等
8名


